


























































































































































































































書体を確認できなくな 原因として 、一般的には、 「楷書体だった のを転写する際に、極端に書き崩したり、我流で書き崩した」というケースが考えられるが、他にも、 「底本で正 く書き崩されていたも を、後の転写者が理解不足で、社会的 認知されない形に誤記 た」というケースや、さらには、 「すでに、楷書体の段階で社会的に認知されない形に誤記されていたも を、後の転写時に書き崩した」などのケースも考えられる。そし 、転写が重なることで、それらのケースが複合する場合も考え と、誤記の可能性を含めることは、変化の可能性が無限になり、推測される楷書体 候補も無数にな まう。　
そこで、 本稿では、 単純な誤記の要素を含めたケースを考察 る前に 「
イ」

































































































































接触、もしくは交差す 位置の取り方次 で、 された 画に対す 第三者の解釈が筆者の意図 は異なってしまうケースが、相互に発生しやすい字画であろうということが推測できる。ゆえに、観智院本 「
」と高麗版の「
」字




































カナ注記「フルフ」 「トフ」を欄の左に寄せて、右側を空欄にしていること挙げられる。この、標出漢字 右下の空欄は、 「
」項目の成立時において、











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































折・反 撥ね 『訊』 中国（C） 字書（Z）



























































































































































































































































































































































二つ点の《辶》 、後者は一つ点 辶 であ 。その
》の字形において、観智院本



















































》とした場合のものを探したが、 《巾》部、 《丬・爿》部、 《礻・示》部、 《禾》
















































































































































接的に変化したと考えると、全くの別 であるように思われそうだが、間にＢ〜Ｄの形を経由したと想像すれば、 「他」 タイプの成立もさほど不自然なことではないよう
に思われる。
（
163） （５）の諸橋氏の大漢和辞典の
35596
番に「誶」字がある。しかし、その旁を《卆》と
する異体字については記載がない。なおＨＮＧでは平成
25年
10月１日現在、 「誶」字は
検索にかからない。また、 （
5）の大漢和辞典の
35224
番「
」項目では、経典釈文の
③の注記「本又作誶」を引いて、 『誶』字との関係を示している。
（
164）その他、 （
101）の天治本新撰字鏡（巻３・８ウ）にも類似の記述が見える。
　　　
また、 （
33）の三巻本色葉字類抄（上７オ）には、 「諌」字を筆頭とする
11種の漢字が
あり、その６番目に「
」字が見え、 「諌」字の直後に「イサム」 「又イ
シム」 、
11番
目の「叱」字 後に「已上同」 「又勇也」の注記が存す
